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例会報告    VOL.５７  No. ２８ (No.2625)  ２月１９日(水) 晴れ (司会 石塚克己委員長) 

  本例会での主な事項 

◎会長挨拶            ◎外部卓話 常陽産業研究所チーフエコノミスト 

                                            尾家啓之様 

 

ビ ジ タ ー   

米山奨学生  林 友超さん 

常陽産業研究所チーフエコノミスト 尾家啓之様 

 

米山奨学生 林さん挨拶 

みなさん、こんにちは。論文のために毎日大学に通っています。新型コロ

ナウイルスのために大学に行くのにマスク着用といわれています。 

みなさんも体調に気を付けて下さい。 

 

 

 

 

委 嘱 状    

２０２０－２０２１年度  

 

諮問委員・地区研修委員・・・・北村 仁会員 

地区副幹事・・・・染谷秀雄会員、瀬戸隆海会員 

 

 

 

 

諸 報 告 

２０２０－２０２１年度 組織表   北村英明会長エレクト 

別紙の通り   ・・・・・・・・拍手承認・・・・・・ 

 

幹 事 報 告  五木田利明幹事 

週報受理クラブ なし 

例会変更通知 なし 

 

理事役員会報告 

１． フィリピン義援金について・・・１０万円 

２． ４月４日（土）観劇会会費について  会員：１４,０００円  家族：１０,０００円 

３． 親睦ゴルフ大会について・・・・５月１４日（木） 

                  ・・・・・・・・・・・承認されまた・・・・・・・・・ 

臨時理事会報告 

１． ２０２０学年度米山奨学生カウンセラーについて・・・・斎藤広巳会員 

                  ・・・・・・・・・・承認されました・・・・・・・・・ 



２月は平和と紛争予防／紛争解決月間 

3 
 

会 長 挨 拶  瀬戸隆海会長 

本日の例会は、常陽産業研究所チーフエコノミスト尾家様の卓話です。この時

期に、尾家様のお話をいただき、経済の推移予想のお話が伺えるのは、とても

興味深いところがあります。しかし、ここにきて新型コロナ肺炎による経済的影

響は、特に影響が大であると思います。現実、ホテルなども空いていますし、

観光地やデパートなども人がいません。銀座通りの一番新橋寄りのところは、

中国人のバス乗り場になっていますが、そのバスもいないので交通渋滞が無く

なりました。また、暖冬の影響も衣料品や電気製品についても、かなり響いていると思います。さらに、大き

なイベントの中止の多く発表されています。このままでいけば、オリンピック開催時期もという話もありますが。

しかし、オリンピックについては、放送権の問題で、アメリカの放送局は譲歩しないと思うので、日程変更は

あり得ないという見解です。この一か月足らずで、大きく経済予想の変更を余儀なくされた尾家様の見解を、

楽しみにしたいと思います。 

 さて、先週の土曜日は、第 7 分区のＩＭが行われました。龍ヶ崎中央ロータリークラブ会員の荒木様の講

演は、三島由紀夫事件の当時の裁判官という立場でしたが、裏話いうほどでもないですが公の席でどの程

度まで話していいものやらという線引きをしながら話されていたことは、とても興味のある内容でした。いず

れにしても、茨城のロータリークラブの会員でさえも層が厚いなあと感じたわけであります。 

 ４月１９日には、２８２０地区会員大会があり、年に一度の地区ロータリーの集まりであります。コロナ肺炎の

問題で、開催については少しばかり懸念もありますが、そうはいっても少しでも多くの会員、とくに新人会員

は出席していただきますよう、お願いいたします。 

今年から天皇誕生の日にちが２月２３日になりました。平成天皇の時は１２月２３日、昭和天皇の時代は４

月２９日でした。令和になって１２月に祝日が無くなったのは、とても残念ですが、それにしても暮れが押し

つまって祝日が無くなったのは、ある意味ホッとしています。 

さて、祝日に「の」のつく祝日と付かない祝日があります。この違いってお判りでしょうか。「の」の付かない

のは、１月１日の元旦、５月３日の憲法記念日、そして２月２３日の天皇誕生日です。昭和２３年に祝日を制

定するにあたって、１年に９つの祝日の候補を決めて年間を通してバランス良く日にちを選んだそうです。 

１月 １日        年の初めを祝う日 

１月１５日        大人になったことを祝う日 

３月２０日又は２１日  自然をたたえる日 

４月２９日        昭和天皇の誕生日を祝う日 

５月 ３日        日本国憲法の施行を祝う日 

５月 ５日        子供の成長を祝う日 

９月２２日又は２３日  祖先を敬い亡くなった人をしのぶ日 

１１月 ３日       自由と平和をあいし文化をすすめる日 

１１月２３日       生産を祝い国民交互に感謝する日 

そこで、日にちを制定するにあたってそれぞれ根拠があるわけでありますが、決して日にちをずらしては

いけない日が、元旦、天皇誕生日、憲法記念日の三つです。つまり、「の」の字の付かない祝日であります。

令和になって、天皇誕生日は２月２３日に変わりました。 

例えば、今の２月１１日の建国記念の日、大方の人は建国記念日と思っている方がほとんどです。この日

は、神武天皇が即位した日とされています。４月３日の聖徳太子が２月１１日に十七条の憲法を発布した日

や、終戦の日を新しい日本のスタートとして８月１５日も候補に挙がっていたそうです。こどもの日も、３月３

日のひな祭りで良いのではと候補に挙がっていそうです。つまり、何時でも良いなのです。 

今年は、オリンピック開催の関係もあって、祝日が例年と異なり変更になっている日があります。１０月に
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あった体育の日が７月にスポーツの日となってしまい、１０月は祝日が無くなってしまいました。なんか、損を

したような気がします。 

日本の祝日とは別な話ですが、２月２３日は天皇誕生日でありますが、ロータリーの創立記念日でもありま

す。ロータリーアンとして、忘れない日にしていただきたいと思います。以上で御挨拶に代えさせていただ

きます。 

 

外 部 卓 話  今年の経済見通し  常陽産業研究所チーフエコノミスト 尾家啓之様 

１．わが国経済の現状 

わが国経済は、西日本豪雨や北海道胆振東部地震などの影響もありマイ

ナス成長（年率換算▲２．４％）となった一昨年（２０１８年）７～９月期のあと、

４四半期（つまり１年間）プラス成長を維持してきました。それも、わが国の潜

在成長率が０％台後半とみられているなか、平均すると年率でみて２％程

度の成長を続けており、わが国としては上出来と言っていいでしょう。ただ、

成長率自体は１９年１～３月期の＋２．６％をピークに減速しています。先日、昨年（２０１９年）１０～１２

月期の１次速報が公表になりましたが、割と大きなマイナス成長（年利▲６．３％）となりました。これは、

消費税率引き上げ後の反動減、台風１９号、そして暖冬の影響があったからです。その後「本年１～３

月期には堅調な設備投資を基軸としてプラス成長を何とか実現する。今年はオリンピック・イヤーという

こともあり、こうした内需を中心として回復で年央まで何とか持ちこたえてもらう。そうこうするうちに世界

経済が再び加速する局面になるので、わが国経済の息の長い回復局面は維持される」というのが、こ

れまでの政府や日銀のシナリオだったと思います。ところが、そこに降ってわいたように立ちはだかって

きたのが新型コロナウイルスによる感染症（肺炎）の問題です。経済の先行きについては、慎重に見極

めておく必要がありそうです。 

２.新型肺炎（Ｃｏｖｉｄ-19）について 

新型コロナウイルスによる感染症（肺炎）については、中国本土を中心に感染者は７万人を超え、死亡

者は２千人を超えています。２００２年から２００３年にかけて流行したＳＡＲＳと比べると毒性が低く、致

死率が低いとされていますが、それでもすでに感染者数・死者数共にＳＡＲＳの時を超えています。今

回の新型肺炎が厄介なのは、感染しても発症しない人がいること、そしてそのような段階でも別の人に

感染しうることが確認されたことです。したがって、発症した人がどこでうつったか定かでないために封

じ込めにてこずっています。中国当局の初期対応に問題がなかったかどうかという点はさておき、見え

ない敵の感染経路がなかなか表に出てこないという危うさがあります。完全に収束するまでは半年くら

い必要だとの専門家の意見もあり、気が抜けないと思います。 

さて、この問題の経済への影響を考えてみたいと思います。まず、中国の武漢市には自動車産業の集

積があり、日本からも日産とホンダが進出しています。また、「中国製造２０２５」の戦略地域として液晶

や有機ＥＬ、ＩＴ産業も盛んです。武漢市をはじめとした中国各地の物流はかなりストップしており、中国

の操業度を大きく落としています。中国のＧＤＰはＳＡＲＳの時と比べると８倍に伸びており、中国の世

界経済に占めるウエイトは４％程度から１６％超まで４倍以上に高まっています。中国での製造を支え

るサプライチェーンも従来とは比較にならないほど世界的に広範になっています。まずは、この１～３月

期の中国のＧＤＰは年率で５％を切るのではないか（１％ポイント以上の下押し）との試算を出す人もい

ます。そうした場合、世界経済にも下押し圧力（０．５％程度）がかかるでしょう。いずれにせよ、いつま

で続くかによっても影響は異なるでしょうが、少なくとも第２四半期、６月頃までは影響は続くと覚悟して

おいたほうがよさそうです。そうなると、心配なのが、東京五輪です。わが国のインバウンド観光の３割、

消費額の４割が中国人です。わが国経済にもある程度のマイナスのインパクトがあるとみておいたほう
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がよさそうです。 

３.魅力度ランキングについて 

最後に「地域ブランド調査」の魅力度ランキングについて考えてみたいと思います。茨城県では一生懸

命汚名返上に向けて全力を傾注していましたが、７年連続、不動の最下位となりました。特に昨年は台

風被害の直後の公表ということもあり、さすがに知事も堪忍袋の緒が切れました。私は転勤族として水

戸・茨城に転勤しましたが、茨城が魅力度最下位とは到底思えません。アンケート回答者に茨城の魅

力が知られていないだけだと思っています。まず、この調査ですが、インターネットによる全国３万人の

調査とのことでありますが、１都道府県についての回答者は６００名強です。そして、設問も「以下の地

域（都道府県）についてどの程度魅力を感じますか？」との設問１問だけで、それに対する回答を「とて

も魅力的」を１００点、「やや魅力的」を５０点、「どちらでもない」、「あまり魅力を感じない」、「まったく魅

力を感じない」を０点として、それらを加重平均して点数を算出しています。 

この結果は、観光意欲度ランキング（「今後、以下の地域（都道府県）に観光や旅行に行きたいと思い

ますか？」）結果とほとんど類似しています。すなわち、予算制約、時間制約なしに泊まりに行きたいと

思う都道府県とリンクしている可能性があります。加えて、この調査の回答者の３分の１程度は首都圏

の回答者である可能性が高いです。この人たちにとっては、茨城の魅力は灯台下暗しといえます。とも

かく、地元の魅力の情報発信については今後も熱心に行う必要はありますが、結果について一喜一憂

することなく、コツコツと良い施策を積み上げていく必要があるでしょう。 

 

出 席 報 告   青木英男委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出 席 率 

５７名 ３７名 １８名 ２名 １８名 １００．００％ 

 

ニコニコボックス   齋藤政博委員長             入金額  30,000 円   累計  1,457,000 円 

誕生祝御礼 皆様ご機嫌いかがでしょうか。寒くなってます。体調に気をつけてご活躍下さい。バースデー

プレゼントありがたく頂きました。ありがとうございます。  鈴木（旦）会員 

尾家さん、宜しくお願い致します。  瀬戸会員 

もう少しで半年です。ＩＭご苦労様でした。  五木田（利）会員 

尾家チーフエコノミスト、卓話楽しみにしております。  桑名会員 

ＩＭお疲れ様でした。本日、尾家様卓話宜しくお願いいたします。  石塚（克）会員 

ＩＭお疲れ様でした。とてもためになりました。次年度、より多くの皆様の参加を宜しくお願いします。 

北村（英）会員 

ＩＭご苦労様でした。   五木田（裕）・大澤・石塚（利）  各会員 

本日早退します。   松崎会員 

ＩＭ早退しました。  倉持会員 

例会欠席しました。  宮代・青木（英）  各会員 

すみません。欠席続きました。  淀名和会員 

ＩＭ欠席しました。  河合・武藤  各会員 

ＩＭ欠席させて頂きました。また来週２６日母親の葬儀でインフォーマルミーティングも欠席させて頂きます。   

福田会員 

 

会報委員会  福田克比古委員長  染谷正美副委員長  板垣吉郎委員 
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  2020-2021 年度 水海道ロータリークラブ組織表 
理事・役員一覧 

会 長 北 村 英 明 S A A ( 役 員 ) 石 井 康 弘 理 事  秋 田  政 夫 

会 長 エレクト 倉  持  功典  直前会長 (役員) 瀬 戸 隆 海 理 事  石  塚  利  明  

副会長(役員) 斎 藤 広 巳   理     事  染 谷  秀 雄 

幹事（役員） 五木田 裕一 理 事  武 藤 康 之   

会 計（役員） 鈴 木 勝 久 理 事  前 島   聡   

 

副 幹 事  鈴 木 勝 久 副 会 計  桑 名 佳 明   

 

各委員会一覧 

委 員 会 委 員 長 副 委 員 長 委 員 委 員 

会 員 組 織 倉 持  功 典 古  矢   満 松 村  仁 寿 鯉 沼  敦 規 

 会 員 増 強 古  矢   満 山 中  弘 樹 染 谷  秀 雄 前 島  聡 

選考 ・ 分類 松 村  仁 寿 長  塚   暁 草 間  春 正 福田  克比古 

Ｒ 情報 鯉 沼  敦 規 荒 井 孝 典 
大 塚  令 昌 

松 坂  興 一 
青 木  清 人 

クラブ 管理運営 斎 藤  広 巳 松 崎  隆 詞 宮 代  尚 大 澤  清 

 出    席 松 崎  隆 詞 武 藤  康 之 松 坂 興 一 小 島  富 雄 

親 睦 活 動 宮 代  尚 淀名和 茂 彦 
山 中  弘 樹 

石 塚  利 明 

斎 藤 広 巳 

瀬 戸  隆 海 

プログラム 大 澤   清 齋 藤 政 博 瀬 戸  隆 海 熊 谷  昇 

 
Ｓ Ａ Ａ 石 井  康 弘 小 林 聡 司 

中 山  英 俊 

鈴 木 邦 彦 
北 村  仁 

公 共 イ メ ー ジ 武 藤  康 之 染 谷  正 美 石 塚  克 己  

 ロータリーの友 武 藤  康 之 内 村  尚 史 大 串   卓 五木田  利明 

会     報 染 谷  正 美 河 合  恒 芳 中 島  成 則 吉 川  和 宏 

Ｉ Ｔ ・ 広 報 石 塚  克 己 青 木  清 人 桑  名  佳  明  砂 長  秀 和 

職  業  奉  仕 前 島    聡 青 木  英 男 小 林  聡 司 河 合  恒 芳 

社  会  奉  仕 秋 田  政 夫 荒 井 孝 典 
島 田   勝 

中 山  英 俊 

鈴 木  茂 徳 

板 垣  吉 郎 

国  際  奉  仕 石 塚  利 明 山 﨑 哲 男 
石 塚 克 己  

中 島  成 則 

大 澤   清 

淀名和 茂彦 

青 少 年 奉 仕 染 谷  秀 雄 大 堀  和 久 
雨 谷  道 夫 

熊 谷   昇 
齋 藤  政 博 

ロ ー タ リ ー 財団 廣 井   信 白 井  豊 板 垣  吉 郎 山 崎  善 市 

米 山 記 念 奨学会 青 木  正 弘 小 島  富 雄 田 上  秀 雄 鈴 木  旦 麿 

 


